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ウェザーニューズでの気象レーダの取り組み
小型気象レーダ（EAGLEレーダ）の展開
• ゲリラ豪雨による被害や竜巻・突風に伴う事故が発生したことをきっかけに、

2010年より現在に至るまで、X帯気象レーダを用いた実験をしており
（WITHレーダ）その有効性が認められ、EAGLEレーダを本格的に運用開始

EAGLEレーダならではの特徴
• 小型で設置が容易なため、谷筋や山影のような既設公共レーダでは見えない場所
でも設置可能

• 観測スピードを高速化し、ゲリラ豪雨等の急発達する雲を捉えられる
• 気象庁や国交省が所有する公共気象レーダのデータや様々な気象データと組み合
わせると、より詳細な降水・降雪の特徴を捉えることが可能

（参考）X帯気象レーダの特徴
• 雪検出の感度が高く、気象庁レーダ（C帯）よりも弱い雪が観測可
• 他の既設気象レーダと組み合わせて雨雪判別や降水の特徴を捉える
ことができる

• 強い雨が降ると強い雨の部分で減衰し、その先が見えなくなる欠点
がある

（参考）気象レーダの特徴
• 雨や雪の分布や移動を離れた場所から観測できる
• 様々な観測データを用いると、雨と雪の判別を行うことができる
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気象災害の激甚化に伴う適応策の検討（COP27）

日本政府の気候変動の悪影響に伴う損失及び損害（ロス＆ダメージ）支援パッケージの公表について
2022年11月15日 環境省 報道発表資料
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SINUOUSアンテナの特徴を活かし超広帯域で
ビーム幅を共通にすれば周波数間での同一領域観測を実現

本プロジェクトのレーダ放射計が目指す世界
水災害への対応に必要な情報

X帯・Ku帯
気象レーダ

K帯放射計

Ka帯
気象レーダ

豪雨等の規模、
その移動、

時間的な推移

豪雨等の解析に
必要な情報

本研究で開発する
レーダ放射計の範囲

Ka帯放射計

最小構成

情報精度の向上

防災行動計画を実行するための
トリガとなり得る情報の提供

発災後、復旧・
再開必要情報

豪雨等の盛衰
を判断する

水蒸気移流量

豪雨等を盛衰
を判断する

気温プロファイル

水災害の被災エリア
把握から調査点検

計画立案

点検や交通再開時期
の立案

発災している
場所と規模

終息時期
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ドローンサービス市場への本プロジェクトの貢献

「空の産業革命に向けたロードマップ」の改訂について
令和２年7月9日 内閣官房 小型無人機等対策推進室
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目指すドローン・空飛ぶクルマのオペレーション

理想的な経路

地点B

現状：悪天による迂回

「突風による墜落等の危険性がない」
「平均的に受ける風により到着時間のズレがない」

および
「凍結等による墜落の危険性がない」

ことが把握できると、悪天でも安全運航が可能

地点A
地上観測機 地上観測機

100km程度

悪天現状：引き返し
または、運航不能

○ ドローン・空とぶクルマの運航責任者は地上にいるため、悪天等は地上で把握したい
（ヘリ等の運航責任者は機長であり、機上にいる）

○ ドローン等の飛行機体数は、現在のヘリ等の機体数とは比べて圧倒的に多く、それぞれの
機体にGPWS等のレーダーや観測機を搭載した上で、地上で情報集約するのは非効率的

○ 動態監視（FOSTER-CoPilot）も併用することで、リアルタイムで運航支援が可能

XRAIN等
既存公的レーダ XRAIN等

既存公的レーダ
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これまでにない気象レーダ放射計の特徴
現行の気象レーダ 本研究で目指す気象レーダ放射計

観測ターゲット 雨や雪
・雨や雪に加え、雲や霧等
・気温と水蒸気
・「水」と「氷・雪」の判別

解析される情報
雨や雪の強さや移動、
それらの変化傾向から
雲の発達度合い

・飛行経路上の安全情報（視程や風、着氷）
・想定した飛行経路を用いた際の到着時間
・豪雨の今後の発達・収束度合いや時間

技術的な新規性
雨や雪の強さや移動の他、
偏波情報（水平偏波および
垂直偏波間の相関情報）

左記に加え、周波数帯間の違いも利用し、
これまでにない気象パラメータを取得
（レーダビームサイズを異なる周波数帯でも同一
にし、得られるパラメータの対象が同一になる）

（参考）
利用する周波数帯 C帯およびX帯

Ku帯、Ka帯（気象レーダ）
および気温と水蒸気を観測できる放射計用の
周波数帯

（参考）
偏波情報の難易度

水平偏波および垂直偏波のサ
イドローブまで一致させ、精
度良く偏波情報を得る

左記に加え、異なる周波数帯で同じビームサ
イズとなるようにビームを整形

（参考）
複数周波数帯を利用
する際の難易度

複数のレーダーを違う場所に
設置するので、互いのビーム
のボリュームが合わない

異なる周波数帯で同じビームサイズとなるよ
うにビームを整形するので、直接的に比較可
能
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2025年に向けたロードマップ

最終ゴール：レーダー放射計により、霧や雲といった視程悪化を捉え、
視程悪化をしていても、その中を飛行できる安全を担保できる情報を得る

2021年度： レーダーとして用いる周波数の選定
実現性、および研究テーマとして発展できるかどうか、について
理論的な担保。原理実証モデルのラフな設計

2022年度： 原理実証モデル１の設計および試作
入手可能な部品で実際にレーダー（放射計）を組み上げる
周波数の調整開始および取得、必要な高周波技術の取得

2023年度： 原理実証モデル２の設計および試作
長納期部品を取得、研究用ハイスペックなレーダー放射計を組む
電波暗室、環境実験室等およびフィールドでのデータ取得

2024年度： 原理実証モデルによる検証
フィールドで観測しデータを取得、コンテンツ案構築
量産化を見据えた可能性検討（スペック・コスト・規模感）

高
周
波
部
品
の
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査
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技
術
の
公
知
化




	気象レーダー放射計を用いた�大気現象の見える化
	ウェザーニューズでの気象レーダの取り組み
	気象災害の激甚化に伴う適応策の検討（COP27）
	本プロジェクトのレーダ放射計が目指す世界
	ドローンサービス市場への本プロジェクトの貢献
	スライド番号 6
	これまでにない気象レーダ放射計の特徴
	2025年に向けたロードマップ
	スライド番号 9

